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事業実績調書 

 (１) プロジェクト名 「放課後教室」型学習支援プロジェクト 

 (２) プロジェクトの成果（※そのような成果が得られたかについて具体的に記載） 

① 定期試験や部活動など学校行事によって参加する生徒の増減が見られたが、一定数の生徒の定着が

見られたことは成果であり、これは学生・市民サポーターの親身な支援によるものである。3〜4

名の生徒に対してサポーター1人が支援につき、落ち着いた雰囲気での活動が実施できている。 

② なお、定着している生徒のなかには、社会福祉課の学習支援事業（瀬戸市学習教室ピース）の参加

資格はあるものの、時間・場所などの理由で参加できない生徒がおり、「子どもの生活圏での学習

支援」を実施するとの本プロジェクトのねらいの一端が達成できたように思える。 

③ 今年度は学生サポーターに加え、NPOスタッフや地域住民など市民サポーターにも協力をいただ

いた。これにより多様な年齢層の大人による見守り・励ましが実現でした。 

④ 本プロジェクトにご協力いただいたNPOスタッフが近隣小学校で同様の学習支援を開設するに至

った。また、校区内で地域住民や学生によって新たな学習支援が立ち上がろうとしており、それに

際し、本プロジェクトリーダーが立ち上げの支援・助言を行うことができた。 

 (３) プロジェクト実施内容（※事業の実施方法、時期、場所、回数、市民への周知方法、参加人員等を含め、

その内容を具体的に記載） 

① 瀬戸市立光陵中学校図書室にて、参加希望の生徒を対象

に学習支援を行った。生徒が持ち寄った教材についてわ

からないところがあれば、サポーターが学習指導を行っ

た。 

② 活動時間を終業後（16:20）から部活終了時刻までとし、

1時間の活動時間を確保できる期間のみ実施することと

なった。そのため、当初の予定と異なり、6/14・21、7/

5・12・19、9/6・13・20・27、10/4・11、2/14・21・2

8、3/7・14・21の合計17回の開催となった。参加生徒の

募集は中学校を通じて前期分・後期分を分けて行った。 

③ 前期（6〜10月）は24名の生徒（うち1年生9名、2年生3

名。3年生12名）の参加申込があった。 

④ 学生サポーター8名（愛知工業大学、名古屋産業大学、金

城学院大学）、市民サポーター3名に支援の協力を得た。

なお、市民サポーターには運営面でも多大の協力を得た。 
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（４）プロジェクトの今後の課題と展望 

① 参加生徒から「ここ（放課後教室）はバカが来るところ」との言動が見られた。放課後教室への参

加が生徒の劣等感につながることのないような支援に努める必要がある。 

② 学校での開催のため、上述の通り、毎週開催が困難であった。そうした制約のなかでも丁寧な支援

によって、参加生徒との信頼関係をつくっていただいたサポーターのみなさんには感謝である。 

③ プロジェクトリーダーを含む支援者と行政・学校との間で、子どもの困難や学習支援の目的など問

題意識の共有が不可欠である。 

④ 本プロジェクトはサポーターの協力なしには実施できなかった。学生・市民問わずサポーターへの

敬意、支援に見合った謝金の支払もまた不可欠である。 

 


